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　　◆0.5dBから31.5ｄBまでを任意に設定できます。

　　　　設定はMANUAL及びCAMAC　FANCTIONから行う事が出来ます。

　　◆アッテネータ素子には特別に開発されたT型及びπ型素子が使用されています。

　　　　インピーダンスは５０Ωです。
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　　◆CAMAC　ファンクションは下記の通りです。

　　　　N・F（０）A（０） ： Reads the contents of the Relay position Register.

　　　　N・F（8）A（0） ： Tests the State of the L-source.

　　　　N・F（10）A（0） ： Sets L to Zero.

　　　　N・F（16）A（0） ： Write the Relay position Register.

　　　　N・F（24）A（0） ： Disable the L-source.

　　　　N・F（26）A（0） ： Enable the L-source.

　　◆入出力のコネクタは標準のレモコネクタを使用しております。

　　◆ケース幅はＣＡＭＡＣ規格の1幅です。

　　◆消費電力 ： ＋６Ｖ　　約４８０ｍＡ

　 　　　　　 　　　　＋２４Ｖ　約２３０ｍＡ
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